
　甲斐犬の　甲斐犬のくるみくるみ。お散歩大好。お散歩大好
きな１歳の女の子。毎日お山にきな１歳の女の子。毎日お山に
行って、リスを追いかけて崖を行って、リスを追いかけて崖を
ジャンプしたりするよ。人懐こジャンプしたりするよ。人懐こ
い優しい性格でみんなに愛されい優しい性格でみんなに愛され
てます！ 浄明寺 コインさん方てます！ 浄明寺 コインさん方
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会
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３
月
３
日
鶴
岡
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）投
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（
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月
３
日
鶴
岡
八
幡
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）投
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募
集
募
集　
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朝
忌
・
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は
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朝
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・
当
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詠
。選
者
は
星
野
椿
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ん
ん
ら
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１
月
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日
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〜
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時
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の
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１
月
６
日

　

１
月
６
日
1414
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。「
私
の
お
気
に
入
り
」、

術
館
。「
私
の
お
気
に
入
り
」、

楽
曲
メ
ド
レ
ー
な
ど
。無
料
。

楽
曲
メ
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レ
ー
な
ど
。無
料
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１
月
1313
日
1414
時
、
逗
子
文

時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
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イ
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に
ま

化
プ
ラ
ザ
。ス
ペ
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ま

つ
わ
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び
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つ
わ
る
作
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び
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１
月
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時
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芸

術
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。
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す
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画
展
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る
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画
」
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映
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」
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月
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月
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で
。

日
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で
。
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円
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映
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市
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市
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上

市
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上

映
会
映
会
２
月
１
・
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日

２
月
１
・
２
日
1414
時
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時
、３

日
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時
半
・

時
半
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1414
時
。ア
ニ
メ

時
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メ

「
魔
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の
宅
急
便
」
の
上

「
魔
女
の
宅
急
便
」
の
上

映
。
１
日
は
英
語
字
幕
付
。

映
。
１
日
は
英
語
字
幕
付
。

千
円
、
小
中
学
生
５
百
円
。

千
円
、
小
中
学
生
５
百
円
。

３
日
３
日
1010
時
半
の
親
子
上
映
会

時
半
の
親
子
上
映
会

は
大
人
も
５
百
円
、

は
大
人
も
５
百
円
、
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日
か
日
か
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込
。
☎

ら
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込
。
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▼
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倉

「
鎌
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災
害
と
復
興
―

災
害
と
復
興
―

土
地
に
刻
ま
れ
た
痕
跡
」

土
地
に
刻
ま
れ
た
痕
跡
」

　

１
月
４
日
〜
５
月

　

１
月
４
日
〜
５
月
1818
日
鎌
日
鎌

倉
歴
史
文
化
交
流
館
。
中
世

倉
歴
史
文
化
交
流
館
。
中
世

鎌
倉
の
災
害
痕
跡
、
大
正
関

鎌
倉
の
災
害
痕
跡
、
大
正
関

東
大
震
災
被
災
資
料
で
復
興

東
大
震
災
被
災
資
料
で
復
興

の
足
跡
を
辿
る
。
３
百
円
。

の
足
跡
を
辿
る
。
３
百
円
。

　

▽

　

▽
出
張
講
座
「
鎌
倉
と
京

出
張
講
座
「
鎌
倉
と
京

―
二
つ
の
都
市
を
つ
な
ぐ
人

―
二
つ
の
都
市
を
つ
な
ぐ
人

々
の
歴
史
」

々
の
歴
史
」
2727
日
1414
時
、
玉

時
、
玉

縄
学
習
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。

縄
学
習
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。

1818
日
ま
で
に

日
ま
で
に
℻  ℻  
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・
８
５
４
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８
５
４

５
同
館
☎

５
同
館
☎
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・
８
５
０
１

・
８
５
０
１

▼「
広
重
の
竪
絵

「
広
重
の
竪
絵 

東
海
東
海

道
勢
ぞ
ろ
い
」

道
勢
ぞ
ろ
い
」

　

２
月

　

２
月
1717
日
ま
で
藤
沢
浮
世

日
ま
で
藤
沢
浮
世

絵
館
。
広
重
の
「
五
十
三
次

絵
館
。
広
重
の
「
五
十
三
次

名
所
図
会
」
を
日
本
橋
か
ら

名
所
図
会
」
を
日
本
橋
か
ら

京
ま
で
展
示
。
無
料
。

京
ま
で
展
示
。
無
料
。

　

▽

　

▽
浮
世
絵
ぬ
り
絵
遊
び

浮
世
絵
ぬ
り
絵
遊
び
４

〜
６
日

〜
６
日
1010
時
半
〜

時
半
〜
1515
時
。
時
。

　

▽

　

▽
浮
世
絵
す
り
体
験

浮
世
絵
す
り
体
験
毎
土
毎
土

・
日
曜

・
日
曜
1313
〜
1717
時
。
無
料
。

時
。
無
料
。

☎
０
４
６
６
・

☎
０
４
６
６
・
3333
・
０
１
１
１

・
０
１
１
１

▼
消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

　

訓
練
、
演
技
、
は
し
ご
乗

　

訓
練
、
演
技
、
は
し
ご
乗

り
、
消
防
車
展
示
な
ど
。

り
、
消
防
車
展
示
な
ど
。

　

▽

　

▽
鎌
倉　
鎌
倉　

１
月
６
日

１
月
６
日
1010
時

〜
1111
時
4040
分
、
浄
化
セ
ン
タ

分
、
浄
化
セ
ン
タ

　

鎌
倉
市
観
光
協
会
が
２
０

　

鎌
倉
市
観
光
協
会
が
２
０

１
９
年
度
の
諸
行
事
で
活
躍

１
９
年
度
の
諸
行
事
で
活
躍

す
る
ミ
ス
鎌
倉
を
募
集
。
今

す
る
ミ
ス
鎌
倉
を
募
集
。
今

回
で
回
で
3535
回
目
。

回
目
。

　

県
内
在
住
、
今
年
４
月
１

　

県
内
在
住
、
今
年
４
月
１

日
現
在

日
現
在
1818
歳
以
上

歳
以
上
2727
歳
未
満

歳
未
満

（
高
校
生
除
く
）、未
婚
、
選

（
高
校
生
除
く
）、未
婚
、
選

出
後
１
年
間
県
外
へ
転
居
せ

出
後
１
年
間
県
外
へ
転
居
せ

ず
、
年
間
約

ず
、
年
間
約
6060
回
の
行
事
な

回
の
行
事
な

ど
に
参
加
で
き
る
人
。
書
類

ど
に
参
加
で
き
る
人
。
書
類

選
考
、
２
月

選
考
、
２
月
1414
日
予
選
を
経

日
予
選
を
経

て
３
月
６
日
本
選
で
３
人
を

て
３
月
６
日
本
選
で
３
人
を

選
出
、４
月

選
出
、４
月
1414
日
鶴
岡
八
幡

日
鶴
岡
八
幡

宮
で
お
披
露
目
。賞
品
は
ト

宮
で
お
披
露
目
。賞
品
は
ト

ロ
フ
ィ
ー
と
金
一
封
な
ど
。

ロ
フ
ィ
ー
と
金
一
封
な
ど
。

　

１
月

　

１
月
3131
日
1717
時
ま
で
に
応

時
ま
で
に
応

募
用
紙
（

募
用
紙
（
H
P
）
と
写
真
を

）
と
写
真
を

〒
２
４
８
―
０
０
１
２
御
成

〒
２
４
８
―
０
０
１
２
御
成

町
１
―

町
１
―
1212
鎌
倉
市
観
光
協
会

鎌
倉
市
観
光
協
会

２
０
１
９
ミ
ス
鎌
倉
コ
ン
テ

２
０
１
９
ミ
ス
鎌
倉
コ
ン
テ

ス
ト
募
集
係
へ
郵
送
ま
た
は

ス
ト
募
集
係
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
。
☎

持
参
。
☎
2323
・
３
０
５
０

・
３
０
５
０

ー
（
鎌
倉
市
山
崎
）
。
市
消

ー
（
鎌
倉
市
山
崎
）
。
市
消

防
総
務
課
☎

防
総
務
課
☎
4444
・
０
９
８
３

・
０
９
８
３

　

▽

　

▽
藤
沢　
藤
沢　

６
日
９
時
半
〜

６
日
９
時
半
〜

1212
時
4040
分
、
消
防
防
災
訓

分
、
消
防
防
災
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
藤
沢
市
石

練
セ
ン
タ
ー
（
藤
沢
市
石

川
）
。
藤
沢
市
消
防
総
務
課

川
）
。
藤
沢
市
消
防
総
務
課

☎
０
４
６
６
・

☎
０
４
６
６
・
2525
・
１
１
１
１

・
１
１
１
１

　

▽

　

▽
葉
山　
葉
山　

1313
日
1010
時
〜
、

時
〜
、

葉
山
小
学
校
。
葉
山
町
消
防

葉
山
小
学
校
。
葉
山
町
消
防

総
務
課
☎
０
４
６
・
８
７
６

総
務
課
☎
０
４
６
・
８
７
６

・
０
１
４
６

・
０
１
４
６

　

▽

　

▽
逗
子　
逗
子　

1212
日
1010
〜
1212

時
、
第
一
運
動
公
園
。
逗
子

時
、
第
一
運
動
公
園
。
逗
子

市
消
防
本
部
☎
０
４
６
・
８

市
消
防
本
部
☎
０
４
６
・
８

７
１
・
４
３
２
５

７
１
・
４
３
２
５

▼
落
合
勝
・
村
田
佳
代

落
合
勝
・
村
田
佳
代

子
２
人
展

子
２
人
展

　

１
月

　

１
月
1616
〜
2020
日
カ
ト
レ
ヤ

日
カ
ト
レ
ヤ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
画
業

ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
画
業
5050
年
目
年
目

を
迎
え
た
村
田
佳
代
子
さ
ん

を
迎
え
た
村
田
佳
代
子
さ
ん

の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
賞
し
た

の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
賞
し
た

油
彩
画
と
、
落
合
勝
さ
ん
の

油
彩
画
と
、
落
合
勝
さ
ん
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
描
い
た
色
鉛

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
描
い
た
色
鉛

筆
画
な
ど
。
無
料
。
村
田
方

筆
画
な
ど
。
無
料
。
村
田
方

☎
2222
・
１
７
５
９

・
１
７
５
９

▼
鎌
倉
美
術
家
協
会
洋

鎌
倉
美
術
家
協
会
洋

画
部
会
展

画
部
会
展

　

１
月

　

１
月
2424
〜
2929
日
鎌
倉
芸
術

日
鎌
倉
芸
術

館
。
洋
画
部
会
の
会
員
・
会

館
。
洋
画
部
会
の
会
員
・
会

友
の
油
彩
約
百
点
。
無
料
。

友
の
油
彩
約
百
点
。
無
料
。

大
石
方
☎

大
石
方
☎
4747
・
５
３
０
２

・
５
３
０
２

▼
能
を
知
る
会
鎌
倉
公
演

能
を
知
る
会
鎌
倉
公
演

　

１
月

　

１
月
2727
日
鎌
倉
能
舞
台
。

日
鎌
倉
能
舞
台
。

1010
時
、
狂
言
「

時
、
狂
言
「
鱸

す
ず
き

す
ず
き

包
丁
」・
能

包
丁
」・
能

「
花
月
」。

「
花
月
」。1414
時
、狂
言
「
鎧
」

時
、狂
言
「
鎧
」

能
「
弓
八
幡
」。各
５
千
５
百

能
「
弓
八
幡
」。各
５
千
５
百

円
。
※

円
。
※
1414
日
1313
時
半
、解
説
。

時
半
、解
説
。

５
百
円
。
☎

５
百
円
。
☎
2222
・
５
５
５
７

・
５
５
５
７

▼「
伊
藤
博
文
と
金
沢
」

「
伊
藤
博
文
と
金
沢
」

　

１
月

　

１
月
1919
日
〜
３
月

日
〜
３
月
1010
日
神
日
神

奈
川
県
立
金
沢
文
庫
。
伊
藤

奈
川
県
立
金
沢
文
庫
。
伊
藤

博
文
を
軸
に
明
治
の
元
勲
た

博
文
を
軸
に
明
治
の
元
勲
た

ち
と
金
沢
の
関
わ
り
や
当
時

ち
と
金
沢
の
関
わ
り
や
当
時

の
金
沢
の
様
子
を
博
文
寄
贈

の
金
沢
の
様
子
を
博
文
寄
贈

の
明
治
憲
法
関
連
資
料
な
ど

の
明
治
憲
法
関
連
資
料
な
ど

で
紹
介
。
４
百
円
。

で
紹
介
。
４
百
円
。

　

Ａ
講
演
会
「
伊
藤
博
文
ゆ

Ａ
講
演
会
「
伊
藤
博
文
ゆ

か
り
の
地
・
萩
と
横
浜
・
金

か
り
の
地
・
萩
と
横
浜
・
金

沢
」
沢
」
2727
日
1313
時
半
。
無
料
。

時
半
。
無
料
。

Ｂ
講
座「
伊
藤
博
文
と
金
沢
」

Ｂ
講
座「
伊
藤
博
文
と
金
沢
」

２
月
９
日

２
月
９
日
1313
時
半
。無
料
。

時
半
。無
料
。Ａ

は
1313
日
Ｂ
は
2727
日
ま
で
に
往

日
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。☎
０
４

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
。☎
０
４

５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

▼
「
佳
人
を
ゑ
が
く
」
―
清

「
佳
人
を
ゑ
が
く
」
―
清

方
の
美
人
画
を
中
心
に

方
の
美
人
画
を
中
心
に

　

１
月

　

１
月
1919
日
〜
２
月

日
〜
２
月
2424
日
鏑
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
文
学

木
清
方
記
念
美
術
館
。
文
学

作
品
の
女
性
、
江
戸
の
女
性

作
品
の
女
性
、
江
戸
の
女
性

な
ど
清
方
の
美
人
画
を
様
々

な
ど
清
方
の
美
人
画
を
様
々

な
視
点
で
紹
介
。
２
百
円
。

な
視
点
で
紹
介
。
２
百
円
。

　

▽

　

▽
ト
ー
ク
「
蓬
春
と
清
方

ト
ー
ク
「
蓬
春
と
清
方

と
五
十
八
」

と
五
十
八
」
１
月
５
日

１
月
５
日
1313
時

半
。
無
料
。

半
。
無
料
。「
大
正
期
の
画
壇

「
大
正
期
の
画
壇

 ● ●腰痛腰痛　腰痛は多種多様で、骨・内臓・神経などの様々な　腰痛は多種多様で、骨・内臓・神経などの様々な
病気から起こる。椎間板ヘルニア・外傷・腎臓疾患・婦人病病気から起こる。椎間板ヘルニア・外傷・腎臓疾患・婦人病
・高血圧・糖尿病・腰部の筋肉の炎症や感冒などが起因。椎・高血圧・糖尿病・腰部の筋肉の炎症や感冒などが起因。椎
間板ヘルニアは普通20歳頃から変形の徴を現し、50代で間板ヘルニアは普通20歳頃から変形の徴を現し、50代で
変形が見られる。この状態の時、不良姿勢による急激な動変形が見られる。この状態の時、不良姿勢による急激な動
作によって、椎間板の線輪に突然破壊または異常変移を作によって、椎間板の線輪に突然破壊または異常変移を
生じ、激痛とともに腰部の運動が不可能となる。生じ、激痛とともに腰部の運動が不可能となる。
　また、突発的な痛みは筋肉性の場合が多く、背中・腰な　また、突発的な痛みは筋肉性の場合が多く、背中・腰な
ど触れると硬く、押すと痛がり、姿勢を変える瞬間に痛ど触れると硬く、押すと痛がり、姿勢を変える瞬間に痛
む。筋肉の疲労、血行・代謝障害または神経障害などで脊む。筋肉の疲労、血行・代謝障害または神経障害などで脊
髄や内臓疾患がある場合があるので注意が必要です。髄や内臓疾患がある場合があるので注意が必要です。

 事務局☎090-2633-3715 事務局☎090-2633-3715
◆通常例会（会員無料、一般500円）◆通常例会（会員無料、一般500円）
１/12（土）新春ご利益巡り 10㌔１/12（土）新春ご利益巡り 10㌔
２/３（日）「干支守り本尊」参り 12㌔２/３（日）「干支守り本尊」参り 12㌔
３/２（土）鎌倉の観梅ウォーク 12㌔３/２（土）鎌倉の観梅ウォーク 12㌔
３/21（祝）春の鎌倉巡り 13～18㌔３/21（祝）春の鎌倉巡り 13～18㌔
４/20（土）ツツジ・新緑・潮騒の葉山道 12㌔４/20（土）ツツジ・新緑・潮騒の葉山道 12㌔
５/18（土）鎌倉の名所・切通を歩く 13㌔５/18（土）鎌倉の名所・切通を歩く 13㌔
６/15（土）古都鎌倉のアジサイ 12㌔６/15（土）古都鎌倉のアジサイ 12㌔
８/７（水）鎌倉ぼんぼりウォーク 10㌔８/７（水）鎌倉ぼんぼりウォーク 10㌔
９/17（火）葉山公園・三ヶ岡山緑地公園 12㌔９/17（火）葉山公園・三ヶ岡山緑地公園 12㌔
10/５（土）実りの秋「舞岡公園」 13㌔10/５（土）実りの秋「舞岡公園」 13㌔
11/２（土）晩秋の鎌倉巡り 13～20㌔11/２（土）晩秋の鎌倉巡り 13～20㌔
12/１（日）色づく里山「広町緑地」 13㌔12/１（日）色づく里山「広町緑地」 13㌔
ふれあいウォーク10㌔、はつらつウォークふれあいウォーク10㌔、はつらつウォーク
５㌔も（会員100円、一般200円）５㌔も（会員100円、一般200円）

鎌倉　おすすめ　オステオパシー鎌倉　おすすめ　オステオパシー　で検索で検索

明
る
く
心
豊
か
な
女
性
を
募
集

明
る
く
心
豊
か
な
女
性
を
募
集

２
０
１
９
ミ
ス
鎌
倉
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
ミ
ス
鎌
倉
コ
ン
テ
ス
ト

外反母趾と体の痛み外反母趾と体の痛み鎌倉歩け歩け協会2019年予定表

マザーハンド整体矯正院マザーハンド整体矯正院
要予約　月曜定休　10～19時要予約　月曜定休　10～19時

鎌倉市扇ガ谷１―13―51　☎0467・23・8166鎌倉市扇ガ谷１―13―51　☎0467・23・8166

名勝美人画武蔵金沢名勝美人画武蔵金沢

一
日
に
一
回
心
は
ず
む
こ
と
あ
れ
か
し
と
願
う
新
玉
の
年

一
日
に
一
回
心
は
ず
む
こ
と
あ
れ
か
し
と
願
う
新
玉
の
年

 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

　

卒
直
な
表
現
に
好
感
を
持
つ
。

　

卒
直
な
表
現
に
好
感
を
持
つ
。

冠
雪
の
山
は
裾
野
に
噴
煙
を
上
げ
て
小
さ
き
登
山
者
を
抱
く

冠
雪
の
山
は
裾
野
に
噴
煙
を
上
げ
て
小
さ
き
登
山
者
を
抱
く

 

片
瀬　

中
村　
　

喬

片
瀬　

中
村　
　

喬

　

下
句
の
発
想
が
独
特
で
あ
る
。

　

下
句
の
発
想
が
独
特
で
あ
る
。

雪
国
の
湯
宿
の
囲
炉
裏
に
ほ
た
燃
や
し
に
ご
り
酒
酌
む
山
女
魚
食

雪
国
の
湯
宿
の
囲
炉
裏
に
ほ
た
燃
や
し
に
ご
り
酒
酌
む
山
女
魚
食

み
つ
つ

み
つ
つ 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

堂　

柳　
　

蒼
柳

　

適
度
の
抒
情
に
支
え
ら
れ
た
一
首
。

　

適
度
の
抒
情
に
支
え
ら
れ
た
一
首
。

辺
境
の
地
に
埋
も
れ
し
土
蜘
蛛
の
声
ぞ
空
し
き
み
ち
の
く
の
旅

辺
境
の
地
に
埋
も
れ
し
土
蜘
蛛
の
声
ぞ
空
し
き
み
ち
の
く
の
旅

 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

白
鳥
は
田
に
ど
っ
し
り
と
腰
を
据
え
落
穂
つ
い
ば
む
冬
に
備
え
て

白
鳥
は
田
に
ど
っ
し
り
と
腰
を
据
え
落
穂
つ
い
ば
む
冬
に
備
え
て

 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

手
折
り
来
て
わ
が
部
屋
に
さ
す
む
ら
さ
き
の
野
菊
一
り
ん
一
り
ん

手
折
り
来
て
わ
が
部
屋
に
さ
す
む
ら
さ
き
の
野
菊
一
り
ん
一
り
ん

で
良
し

で
良
し 

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

は
ず
む
声
ハ
サ
ミ
の
音
も
軽
や
か
に
美
容
ス
タ
ッ
フ
は
一
本
立
ち

は
ず
む
声
ハ
サ
ミ
の
音
も
軽
や
か
に
美
容
ス
タ
ッ
フ
は
一
本
立
ち

せ
り
せ
り 

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

冬
晴
れ
を
花
に
水
や
り
薬
分
け
妻
を
介
護
の
今
日
が
始
ま
る

冬
晴
れ
を
花
に
水
や
り
薬
分
け
妻
を
介
護
の
今
日
が
始
ま
る

 

梶
原　

中
澤　

二
郎

梶
原　

中
澤　

二
郎

欲
し
い
も
の
何
で
も
買
っ
て
上
げ
る
よ
と
七
才
の
言
葉
私
の
宝

欲
し
い
も
の
何
で
も
買
っ
て
上
げ
る
よ
と
七
才
の
言
葉
私
の
宝

 

扇
ガ
谷　

鈴
木　

久
子

扇
ガ
谷　

鈴
木　

久
子

小
春
日
に
久
方
ぶ
り
に
会
い
し
友
の
多
き
笑
い
皺
笑
い
つ
つ
見
る

小
春
日
に
久
方
ぶ
り
に
会
い
し
友
の
多
き
笑
い
皺
笑
い
つ
つ
見
る

 

材
木
座　

有
野
裕
美
子

材
木
座　

有
野
裕
美
子

秋
深
く
赤
き
鳥
居
の
内
に
座
す
竜
白
と
銘
う
つ
清
ら
な
小
菊

秋
深
く
赤
き
鳥
居
の
内
に
座
す
竜
白
と
銘
う
つ
清
ら
な
小
菊

 

津　

石
川　

詔
子

津　

石
川　

詔
子

〈
天
〉平
成
の
次
の
名
知
ら
づ
日
記
買
う　

平
成
の
次
の
名
知
ら
づ
日
記
買
う　

 

岡
本　

森
田　
　

孝

岡
本　

森
田　
　

孝

　

平
成
の
次
の
元
号
は
日
本
中
で
気
に
な
る
話
題
。
日
記
買
う
で

　

平
成
の
次
の
元
号
は
日
本
中
で
気
に
な
る
話
題
。
日
記
買
う
で

更
に
作
者
の
思
い
が
通
じ
た
今
で
し
か
詠
え
な
い
一
句
。

更
に
作
者
の
思
い
が
通
じ
た
今
で
し
か
詠
え
な
い
一
句
。

〈
地
〉凍い

て
い
て

雲
の
動
か
ぬ
ま
ま
に
日
暮
れ
け
り

雲
の
動
か
ぬ
ま
ま
に
日
暮
れ
け
り 

笛
田　

上
田　

満
喜

笛
田　

上
田　

満
喜

　

凍
雲
は
空
に
居
座
っ
て
い
て
動
か
な
い
。
そ
こ
に
動
き
が
よ
く

　

凍
雲
は
空
に
居
座
っ
て
い
て
動
か
な
い
。
そ
こ
に
動
き
が
よ
く

伝
わ
っ
て
き
た
。
下
五
で
そ
の
一
日
も
よ
く
わ
か
っ
た
。

伝
わ
っ
て
き
た
。
下
五
で
そ
の
一
日
も
よ
く
わ
か
っ
た
。

〈
人
〉晴
れ
渡
り
折
り
目
正
し
く
冬
立
ち
ぬ

晴
れ
渡
り
折
り
目
正
し
く
冬
立
ち
ぬ 

材
木
座　

羽
賀
一
男

材
木
座　

羽
賀
一
男

　

立
冬
と
違
う
観
点
か
ら
よ
く
捉
え
た
飛
躍
の
あ
る
作
品
。

　

立
冬
と
違
う
観
点
か
ら
よ
く
捉
え
た
飛
躍
の
あ
る
作
品
。

一
杯
の
白
湯
の
甘
さ
や
冬
の
朝　

一
杯
の
白
湯
の
甘
さ
や
冬
の
朝　

 

川
名　

槇
野
あ
さ
子

川
名　

槇
野
あ
さ
子

　

俳
句
は
季
題
が
大
事
。
冬
の
朝
の
静
け
さ
も
よ
く
出
て
い
る
。

　

俳
句
は
季
題
が
大
事
。
冬
の
朝
の
静
け
さ
も
よ
く
出
て
い
る
。

翁
へ
の
は
な
む
け
と
な
る
初
し
ぐ
れ　

翁
へ
の
は
な
む
け
と
な
る
初
し
ぐ
れ　

 

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

　

こ
の
句
の
翁
は
松
尾
芭
蕉
。
初
し
ぐ
れ
は
芭
蕉
の
名
句
も
数
あ

　

こ
の
句
の
翁
は
松
尾
芭
蕉
。
初
し
ぐ
れ
は
芭
蕉
の
名
句
も
数
あ

り
、
よ
き
挨
拶
句
だ
。

り
、
よ
き
挨
拶
句
だ
。

靄
籠
め
て
冬
立
つ
谷
戸
の
佇
ひ　

靄
籠
め
て
冬
立
つ
谷
戸
の
佇
ひ　

 

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

　

冬
立
つ
谷
戸
は
い
か
に
も
こ
ん
な
景
色
。
上
五
も
奥
谷
戸
と
い

　

冬
立
つ
谷
戸
は
い
か
に
も
こ
ん
な
景
色
。
上
五
も
奥
谷
戸
と
い

っ
た
場
所
で
あ
ろ
う
。

っ
た
場
所
で
あ
ろ
う
。

落
葉
踏
む
明
る
き
音
色
奏
で
を
り　

落
葉
踏
む
明
る
き
音
色
奏
で
を
り　

 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

四
畳
半
の
奥
の
奥
ま
で
冬
日
か
な　

四
畳
半
の
奥
の
奥
ま
で
冬
日
か
な　

 

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

散
走
道
少
し
延
ば
し
ぬ
返
り
花　

散
走
道
少
し
延
ば
し
ぬ
返
り
花　

 

片
瀬　

国
安　

佳
子

片
瀬　

国
安　

佳
子

衰
へ
し
命
養
ふ
柚
子
湯
か
な　

衰
へ
し
命
養
ふ
柚
子
湯
か
な　

 

鵠
沼
桜
が
岡　

一
色
千
穗
子

鵠
沼
桜
が
岡　

一
色
千
穗
子

山
鳩
や
声
潤
ま
せ
て
実
千
両　

山
鳩
や
声
潤
ま
せ
て
実
千
両　

 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

自
ら
の
力
の
限
り
八
つ
手
咲
く　

自
ら
の
力
の
限
り
八
つ
手
咲
く　

 

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

診
察
の
医
師
の
笑
顔
や
冬
暖
し　

診
察
の
医
師
の
笑
顔
や
冬
暖
し　

 

今
泉　

小
林
刀
羊
子

今
泉　

小
林
刀
羊
子

垣
根
越
し
た
だ
一
輪
の
冬
薔
薇　

垣
根
越
し
た
だ
一
輪
の
冬
薔
薇　

 

腰
越　

大
川　

昭
子

腰
越　

大
川　

昭
子

自
然
禍
の
傷
病
む
島
の
年
暮
れ
る　

自
然
禍
の
傷
病
む
島
の
年
暮
れ
る　

 

腰
越　

小
河　

哲
美

腰
越　

小
河　

哲
美

石
仏
に
一
日
一
度
の
冬
日
か
な　

石
仏
に
一
日
一
度
の
冬
日
か
な　

 

城
廻　

小
美
野
京
子

城
廻　

小
美
野
京
子

甘
味
処
の
れ
ん
の
ご
と
き
つ
る
し
柿　

甘
味
処
の
れ
ん
の
ご
と
き
つ
る
し
柿　

 

岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

古
民
家
や
平
家
を
語
る
冬
一
日　

古
民
家
や
平
家
を
語
る
冬
一
日　

 

手
広　

高
口　

道
宏

手
広　

高
口　

道
宏

命
乞
ふ
枯
蟷
螂
の
眼
玉
か
な　

命
乞
ふ
枯
蟷
螂
の
眼
玉
か
な　

 

植
木　

風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

冬
空
の
ど
こ
ま
で
も

冬
空
の
ど
こ
ま
で
も
青あ

お
あ
お

塔
高
し　

塔
高
し　

 

腰
越　

松
原　
　

薫

腰
越　

松
原　
　

薫

星
野　

高
士　

選

星
野　

高
士　

選

香
山　

静
子　

選

香
山　

静
子　

選

２０１９年（平成３１年）１月１日 第478号 1部　108円 （６）


